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本論文は、インドネシアにおける小妙肝英金採掘に伴う環境水、上壌、植物、食侃,等の水銀汚
染レベルを調査して、金採掘地域の汚染レベルを明らかにするとともに、その危1灸1生にっいて
科・学的に評価している。

第1章では、水銀汚染の歴史と人体への影導、小妙"奘釡採掘に伴う余杣出・冷騒剰寺の水銀使
用方法と環境中への排出過程等、本論文の対象物質の特徴と環境中の動態に関する知見を概説

している。第2章では、11"査対象とした2地域の概要、サンプリング地点、水銀分析方法、解
析力、法等、本研究の尖施手法をまとめて記述している。第3章は、ジャワ島の Cih飢j0 地域の
水金U弓染について、排出水や河川中の濃座レベルを示すとともに健康状態に関するアンケート

肌傑f結果を刈熊U也域と比較して示している。第4章は、スラウェジ島のP0加卵地域の水銀汚染
について、金採掘地域からの距1靴と士壌・植物中の水針U農座の関係を示し、その影争郭沌囲を明
らかにしている。第5章では、 poboya地域におけるアンケート訟仔fによる食品甚乳夜量と食品ヰ・,
の水釘W農座から水銀摂取量を推定し、毛髪の水銀濃度との関イ系性について記述している。第6
章では、腕弱性指標を用いて、水剣W農座のレベルと水銀汚染の危険性について訓τ価している。
第7章は総括として、得られた知見を整理し、本論文の重要な知見をまとめている。

文内容 の 要

我が国で生じた水俣病等、水銀の摂取による健康被害が世界的にも多数轍告されている。11
に、小月リ英金採掘は、世界の水a吋非出量の卯%弱を占め、地域別では、アジア地域からの排出

雄が約50%と段告されており、その危険性力斗謝商されている。また、排Ⅱ_1された水銀は地球規
模で拡散し、最終的には海洋に蓄枯され、生物濃縮により大型の魚類や水生啼乳類で高濃度に
なっている。このため、2013年座には、総合的な水銀対策を突施して人の健康及び環境を偶語佐
するための水俣条約が採択され、我が国も2016午度に痢禰佶国となっている。インドネシアは、
小規模金採掘が盛んな国ではあるが、金採掘地域が都市から航れた地域に多いこと、非合法で
はあるが地域経済に組み込まれて黙認されていること等、その実態は十分に把握されてぃな

い。また、水剣U)析はコンタミネーションが生じやすく、かつ低濃疫であることから、サンプ
リングから分析までの質イ呆証が難しく、精度高い研究例は少ないのが現状である。
本研究では、現地に滞在して河j1レK、・1・二壌、植物、食ぶ入毛髪などの詳細なサンプリングを

実施するとともに、アンケート調査により健康状態や摂取量の把握等、総介的に精度商い調査
を実施している。本研究で得られた水金W豊座は、データ自体がー'次データとして貴重なもので
ある。汚染地域からの距籬と士壌・植物中濃度の調査結果では、士壌中濃度と植物中濃度に相
関がみられたこと、他の機関で実施された大気中の水釘U農座分布ともー・致し、植物への移下"鑑
路を明らかにすることができ、工学的に価仙のある仰"斤結来を得ている。さらに、現地での汚
染地域と対照区としての近くの都i削或の住民へのアンケート調査、食1足川・,の水剣師農座訓査から
水銀摂取・鎚を推定した村BIU士、現地住民の健牙畔皮害を米然に防_1上tる観ノ無から、貴爪なデータ
となる。汚染地域と者愉削或では、マーケットで購入する食,g.の水針U農度には差がほとんどなく 、

汚染地域では自宅の庭で栽培した野菜や果尖からの摂取量が多い結果となっている。この結果
は、・1二壌・植物中の水金師喪度分布とも合致し、白宅栽培の野菜類を摂取しない方が良い範囲を
示すことができたことは、牙ν尭工学、衛生工学ぢ)野で商く評価できる。j兆弱r排旨標を用いた水
銀濃皮のレベルと水銀汚染の危険性評価については、他地域の汚染状況の把握や評価に活用が
可能な乎法を提案でき、その評価手法は有剛であると判断できる 0

以上により、本論文は博士(1月今の学イ●論文に相当する1。のと判断した。
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